
90 時間

科目の到達
目標レベル

本講義の到達目標は以下のとおりである。
①光の波動性と粒子性について理解し、物質と光の相互作用を説明できる。
②Ｅｘｃｅｌを用いたシミュレーションを用いることにより、シミュレーションの原理を理解するとともに、
　項目①について体感する。
③光電素子の動作原理や、光を利用した工学応用を幅広く説明できる。

第2学年 生産システム工学 2 単位 選択 講義 前期

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

〇 ◎

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ 〇

総合評価割合 50 50

学習・教育到達目標 （Ｅ）② JABEE基準１（２） （ｄ）－（１）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
②

Ｅｘｃｅｌを用いたシミュレー
ションを用いることにより、シ
ミュレーションの原理を理解
するとともに、簡単なプログ
ラムが組める。さらに物質と
光の相互作用について明瞭
に体感できる。

Ｅｘｃｅｌを用いたシミュレー
ションを用いることによ
り、シミュレーションの原
理を理解するとともに、
物質と光の相互作用に
ついて体感できる。

Ｅｘｃｅｌを用いたシミュレー
ションを用いることによ
り、シミュレーションの原
理を理解し始め、さらに、
物質と光の相互作用に
ついて体感し始める。

シミュレーションの原理
が理解できない。

到達目標
③

光電素子の動作原理を
明瞭に理解し、説明する
ことができる。さらに、光
を利用した工学応用を幅
広く説明できる。

光電素子の動作原理
や、光を利用した工学応
用を説明できる。

光電素子の動作原理
や、光を利用した工学応
用を、教科書や授業で使
用したプリントを基にし
て、説明できる。

光電素子の動作原理
や、光を利用した工学応
用を説明できない。

担　当　教　員 【常勤】　准教授　成島和男　narushim@ube-k.ac.jp

学　習　到　達　目　標

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

光の波動性と粒子性に
ついて本質を突いた理
解ができ、、物質と光の
相互作用を明確に要領
よく説明できる。

光の波動性と粒子性に
ついて理解し、物質と光
の相互作用を説明でき
る。

光の波動性と粒子性に
ついて理解し、物質と光
の相互作用を、教科書
や授業で使用したプリン
トを基にして、説明できる
説明できる。

光の波動性と粒子性に
ついて理解できない。

科目名 光物性基礎論　（The Basic Theory of Optical Property）

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

教科書は、主に後半に用いる。必ず、教科書は、購入すること。教科書なしで、講義を受けることは論外である。専攻科で勉
学を志すからには、わずか数千円の教科書をケチらないでほしい。

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 電磁気学理論、量子力学

教科書 「光エレクトロニクスの基礎」 宮尾亘・平田　仁 著　（日本理工出版会）

補助教材等 プリント

学　習　上　の　留　意　点

　本講義は、まず、物質と光の相互作用について、講義を行う。そのあと、Excelを用いたごく簡単なシミュレーションを用い
て、物質と光の相互作用を体感してもらうと同時に、最近、急速に発達してきたコンピュータシミュレーションについての理解
を深める。さらにエレクトロニクス素子についての講義、といった幅広い内容を学ぶ。学生諸氏は、本講義の基本的な内容も
もちろんだが、学問、技術は、相互に関係していることを学んでもらいたい。



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

自学自習 60 時間

期末試験

講　　　義 30 時間

まとめ 試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解で
きる。

総　学　習　時　間　数

半導体におけるpn接合
発光素子③

半導体の本質について理解でき、pn接合のエネルギー準
位について、その物理的背景を踏まえて説明できる。次
いで、発光ダイオードの動作原理について説明できる。

同上

発光素子④ 光の自然放出と誘導放出について理解でき、光の
増幅や、レーザ発振の原理について説明できる。｡

同上

90 時間

受光素子② 半導体受光素子の例として、Si系の太陽電池につ
いて構造と動作原理を説明できる。

同上

受光素子③ Si系以外の太陽電池について構造と動作原理を理
解できる。

同上

ExcelによるMD計算③ 光子とオリゴマーからなる系における、コンプトン効
果について、Excelを用いたシミュレーションを実施
でき、光子と物質の相互作用を体感できる。

第６から８回の内容を
レポートにまとめる。

発光素子① 蛍光灯やプラズマディスプレイの動作原理につい
て説明できる。

授業内容を復習するこ
とにより理解を深め
る。

発光素子② 電子ビームを用いた発光素子（ＣＲＴ）の動作原理
について説明できる。

同上

光とエネルギー 第4回に引き続き、光の粒子性の証拠となるコンプトン効
果について、説明できる。さらに光とエネルギーの関係及
び物質における光の吸収と放出と物質とエネルギーの等
価性について説明できる｡

同上

ExcelによるMD計算① 光子と粒子からなる２分子系における、コンプトン
効果について、Excelを用いたシミュレーションを実
施できる。

授業内容を復習するこ
とにより、特に第4,5回
の講義内容の理解を深
める。

ExcelによるMD計算② １分子オリゴマー系において、分子動力学法による
シミュレーションを、Excelを用いて実施できる。

授業内容を復習するこ
とにより理解を深め
る。

マクスウェルの方程式と電磁波 電磁波の解析の基礎となるマクスウェルの方程式
を説明できる｡、電磁波の伝搬について、直観的、
本質的な理解ができる。

授業内容を復習するこ
とにより理解を深め
る。

受光素子① 電磁波を用いた赤外線センサの動作原理や光ファ
イバの動作原理について説明できる。

同上

光の二重性 光の波動性と粒子性について理解できる。光の粒子性の
証拠となる光電効果について、説明できる。

同上

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

概要説明 本講義の概要を説明する。


